












統計によると、日本に住むフィリピン国籍所有者の総数は 21 万 7585 人で、中国、韓国・
朝鮮に次いで国内で 3 番目に大きいエスニック集団となっている１）。フィリピン系の場合
はその数が急激に増えた 1980 年代から「興行」ビザを利用して入国した女性の多さが特
徴的である。フィリピン系女性と日本人男性との結婚も増え、1992 年から 2014 年までに






















































































調査対象者のプロフィールは、次ページの表 1 に示した。11 名全員が日比国際結婚家庭
に育つが、4 名はフィリピン人母の連れ子であり実父はフィリピン人である。この 4 名は
それぞれ 4 歳、5 歳（2 名）、9 歳で来日している。ほかの 7 名はフィリピン人の母と日本
人の父の間に日本で生まれている。対象者の学歴は中卒から大学院卒までさまざまであ






















     年齢  生誕地       親の国籍             本人国籍   最終学歴    現在の職業        親の学歴          第一        タガログ語          親子言語           婚姻              親との
                                                                                                                                   言語                                                       （パートナー）  交流
F1    32   フィリピン    実父：フィリピン   日本         大卒→       会社員              継父：大卒       日本語    よくできる          日本語、現在     既婚、           良好
             （5歳来日）  継父：日本          （帰化）     フィリピン   （財団系）          母：フィリピン                                          は時々タガロ     日本人の夫     （別居）
                              実母：フィリピン                  の院卒                              の大卒                                                    グ語
F2    31   日本          実父：日本          日本         大卒          事務員              父：院卒          日本語    聞く：まあで       英語、現在は     独身              良好
                              実母：フィリピン                                 （クリニック）     母：アメリカ                  きる                   日本語との                            （別居）
                                                                                    ・臨床心理士     の院中退                        話読書：まっ       ミックス
                                                                                                                                                たくできない
F3    23   日本          実父：日本          日本         大卒→       大学院生           父：高卒          日本語    まったくでき       日本語              独身              良好
                              実母：フィリピン                  院在学中    （臨床心理士        母：フィリピン                                  ない                                                              （同居）
                                                                                    めざす）             の大卒
F4    23   日本          実父：日本          日本         大卒          会社員              父：高卒          日本語    よくできる          日本語              離婚、           良好
                              実母：フィリピン                                  （国際部）          母：フィリピン                                                                                                                           シンガポー ル     （別居）
                                                                                                            の大卒                                                                          人の前夫
F5    24   日本          実父：日本          日本と      大卒→       日本語教師        父：高卒          日本語    よくできる          日本語              独身              良好
                              実母：フィリピン   フィリピン   フィリピン   （フィリピン在住）   母：フィリピン                                                                                                                                                                 （別居）
                                                                     の院在学                           の高卒                                                    
                                                                     中
F6    20   フィリピン    実父：フィリピン       日本         高校中退    専業主婦           不明                日本語    書く以外はよ       日本語とタガ     既婚、           良好
             （4歳来日）  継父：日本          （帰化）                                                                                           くできる             ログ語のミッ     日本人の夫     （別居）
                              実母：フィリピン                                                                                                                      クス
F7    21   フィリピン    実父：フィリピン       フィリピン   中卒          事務員              継父：高卒       日本語    よくできる          タガログ語        独身              良好
             （5歳来日）  継父：日本                                         （メーカー会社）   母：フィリピン                                                                                                                                                                 （近居）
                              実母：フィリピン                                                          の大卒
F8    19   フィリピン    実父：フィリピン       フィリピン   高校中退    職員                 継父：大卒       タガロ    よくできる          タガログ語        独身              良好
             （9歳来日）  継父：日本                                         （介護施設）         母：フィリピン        グ語                                                                           （同居）
                              実母：フィリピン                                                          の高卒
F9    28   日本          実父：日本          日本と      フィリピン   専業主婦           父：不明          日本語    よくできる          タガログ語        既婚、           良好
                              実母：フィリピン   フィリピン      の大学中                           母：フィリピン                                                                                                                           フィリピン人     （近居）
                                                                     退                                    の高校中退                                                                    の夫              
F10  25   日本          実父：日本          日本と      高卒          専業主婦           父：高卒          日本語    聞く：まあで       日本語とタガ     既婚、           良好
                              実母：フィリピン       フィリピン                                    ＋パート                     母：フィリピン                  きる                   ログ語のミッ     日本人の夫     （近居）
                                                                                                            の高卒                           話読書：あま       クス
                                                                                                                                                りできない
F11  23   日本          実父：日本          日本         大卒          アルバイト        父：高卒          日本語    まったくでき       日本語              独身              良好で
                              実母：フィリピン                                  （英語教室講        母：大卒                        ない                                                              ない
                                                                                     師・外国人支                                                                                                               →良好


















































































































































































































みたいな。　　　　　　　　　　　　　　　　（2015 年 5 月 14 日　インタビュー）
また、女性たちの送金意欲を高めているのは、母との親密な関係のほかに、親族との強
い結び付きであることも推察できる。5 人のうち、F6、F7、F8 はそれぞれ 4 歳、5 歳、9
歳までフィリピンの叔母や祖父母のもとで育てられた。彼女たちは来日後もフィリピンに




























































































































まず、選択的継承の場合、このパターンに該当する女性たち 5 名のうち 4 名は母がフィ
リピンで大学まで進学しており（1 名はアメリカの大学院中退）、比較的高学歴であることを
挙げられる。しかし、1 名の母は高卒であり、母の学歴が低くても学業達成につながる例
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